
　 
　　　 

　登場人物：アダム、イブ、ノア、アブラハム、イサク、ヤコブ、ヨセフ 
　　　　　　(▶覚え方、アノ～、アブラ～イヤヨ) 

　 
　 

　 

１．48章1節～22節を読んでみましょう。 

﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

２．48章1節～22節のポイントを把握してみましょう。 
(1)人生の最期を迎え、祝福するヤコブ 
　48章の1節はヤコブが病気である事を告げつ１文から始まっています。病
気と訳されたべブライ語(ﾎﾚ-/חלה)は状態が非常に深刻である事を表していま
した。病気の末期であったヤコブでしたが、2節では最愛の息子ヨセフがやっ
て来たのを聞くと「力を振り絞って床の上に座った(3節)」と記録されていま
す。そして息子ヨセフとその子供マナセとエフライムを祝福します。父ヤコブ
は息子に与えられたマナセとエフライムを自分の子供とし自分が受けた祝福
を相続する者としました(のちにイスラエルの12部族の名にマナセとエフライ
ムも加えられた…申命記1章)。 
　父ヤコブも最後の力を振り絞って子供や孫たちに行ったのは祝福でした。
今月の聖書通読箇所である申命記でも、最期が近いモーセに主が語られたの
は次の世代の祝福でした(あなたの助け手ヌンの子ヨシュアが、あなたに代
わって指導者として、そこに入る事ができる。彼を励ましてあげなさい/申命
記1章38節)。 
　人生の恨み辛みを次世代に吐露したり、最後の力を振り絞って自分が受け

うら つら

た辛さを晴らそうとする人もいますが、私たちは最後の力を振り絞って次世
代を励まし、祝福する人になりたいものです。 
　 
(2)間違いではない！(8～22節) 
　8節からは、具体的にヤコブが孫マナセとエフライムを祝福する場面が記録
されています。しばらく前(4節)に、マナセとエフライムに会いましたが、8節
になって「これは誰だ」と再度聞いたのは、病状の悪化で目がほとんど見え
なかったヤコブが孫を祝福するという重大な場面で慎重をきしているからか
もしれません。そして、13～14節でヤコブは思いがけない行動に出ます。権
威と名誉を表す右の手をわざわざ手を交差させ、次男エフライムの頭に置い
たのです。17～18節では父ヤコブの行動に気づいたヨセフが父の手を動かそ
うとしています。しかし、ここで父ヤコブは19節で「父はそれを拒んで、こ
う言った。『いや、私には分かっている。私には分かっているのだ』」と語
り、間違いではない事をはっきりと語っています。なぜ次男エフライムが祝福
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　47章では、エジプト・カナン一帯を襲った飢饉にヨセフが知恵を持って対
処した姿が記録されていました。肥沃な土地柄として知られていたエジプト地
方が荒廃する程の飢饉でした。最初はお金と交換で食糧を提供しました。お
金も底をつくと、今度は家畜(当時は家畜は一家の財産であったが、家畜を育
てる為にも食料が必要であり、人々は家畜さえも手放して食糧を手にしたかっ
たであろうと言われている)と交換で食糧を提供、最後は農地を手放し自らも
ヨセフの奴隷となってまで生き延びようとしました。ヨセフは最後まで民を
生かそうと食糧を提供し続けました。また食糧と引き換えに手に入れた農地
でも、民に種を与え、自ら農業を行いながら生きることができるようにと助
けました。ヨセフは民を愛し、最後まで支援し続ける有能なリーダーであった
ことが窺い知れます。私たちもそれぞれの場所で周りの人を生かす人として生
きて行きましょう。



を受ける長子となったのか、ここではっきりとした理由は記録されていませ
ん。しかし、父ヤコブも長男エソウではなく次男であった自分を主が祝福さ
れた事、息子のヨセフも11番目ではありましたが、主が選ばれた者となった
事を心に思っていたのかもしれません。 
　主は、私たちの常識や予想とは別に、主の基準で祝福されます。 

　人は誰でも永遠には生きることはできません。永遠にそばにいて家族や子
孫を見守ることはできません。そのような現実の中で、ヤコブは永遠に生き
ておられる創造主の名で祝福し、創造主に全てを託しました。私達にも最期
は必ずやってきます。どのような言葉や態度で子供達や家族を祝福し、創造
主に任せる事ができるでしょうか。 
　人間の基準とは違う方法で主は人を祝福されました。私たちの周りにもそ
のような人がいますか。 
１．教会と記念館の為 
（１)ビジョン達成のために 
　①「創造をベースに、99％へ福音を」という教会のビジョンが、創造主に 
　　よって祝福されますように。 
　②2021年度ビジョン「創造主を信じ、その大能の力によって強くして頂き 
　　なさい」の実現の為に。クリスチャン一人一人が、主に繋がり、主に 
　　よって強められるように。 
（2）教会のため 
　　①教会の本質的な働きー礼拝と伝道の働きの為　②教会の共同体の関係 
　　祝福のために③教会の霊的成長・成熟のために　④地域との関係 
　　⑤ユースの学び会の為に 
（３）ノアの箱船記念館のため 
　　①ノアの箱船記念館が伝道のために、クリスチャンの信仰形成の為に 
　　　用いられます様。②ノアの箱船記念館の財政の祝福、ノアの歩道の為 
（４）教役者のために①堀越葉満主事のため　②宮崎聖牧師家庭のため 

２．教会員の方々の為に 
　（１）病にある方々の為に・平安があります様に 
　　　①豊田昌代姉　②柴田啓子姉(入院)　③内田家　④吉川珠卯姉　 
　　　⑤斎藤勝兄　⑥二枝友恵姉　⑦川村澄姉　⑧キムウンジョン姉　 
　　   ⑨野口容子姉　⑩ チャジヨン姉　 
　（２）教会からしばらく離れている方の為 
　　　吉川珠卯姉、吉川大空兄、﨑山彰伍兄、西村直兄、今井純子姉、 
　　　今井公登兄、黒田優人兄、豊田家、 
　（３）今月の祈祷課題の方々のために 
　　①利見和夫兄ー健康が守られますように。仕事での守り。 
　   ②川村忍兄ー健康が守られるように。新居建設の為に。 
      ③川村澄姉ーリハビリが順調に進められますように。  
　 ※内田家(7/12出産・依くん) 母子ともに健康。感謝。 

より

３．伝道と宣教の為 
（１)洗礼準備・聖書の学びをされている方々のため 
　　①内田眞由美さん　②小川さん　③あさみさん　④今井啓太さん 
　　⑤小林誠さん　　 
（２）受洗後の学びをされている 
　　①仲尾遙斗兄　②小林大悟兄　③武藤加奈姉　④小林愛実姉　 
（３）伴侶の救いの為 
　　①大西家　②小林家　③池谷家　④永井家　⑤今井(純)家　 
　　⑥吉川家　⑦千種家 
（４）伝道のためのグループ(感染から守られる様に) 
　　①レプトン　②ゴスペル・フラ　③卓レシア　④女性集会 
　　⑤創愛クラブ　⑥クラフトカフェ　⑦ノア・パーク 
（５）ロゴス・ホープ号乗船　野口聖恵姉ー災害支援活動の為。

分かち合いましょう


